
担
当
常
務
の
声

JA新いわての「農家組合員の所得増大」や「地域の活性化」の取り組みを紹
介。今月はJA新いわてが目指している“農畜産物販売額500億円”の取り組
みについて紹介します。 

　ＪＡが掲げる地域農業振興計画「日本一の産地チャレンジ運動」の目標である農畜産
物販売額500億円まで、もう一歩のところまできています。ＪＡとしても効率的な集
出荷システムや選果場の整備、販路拡大で後押ししていきたいと思います。さまざな
手段を講じて、農家の所得増大を追及し、「日本一の産地」を現実なものとしていきた
いと思います。

JA新いわての自己改革
もっと知ろう、JAの取り組み

　平成20年の合併後、当組合の目指すべき方向性を議論し、地域農業振興計画を策定することとなりました。その
議論の中で「ＪＡの本分は地域農業の振興であり、最も力を入れるべき事業は営農経済事業である。届きそうな目標で
はなくみんなで頑張って日本一の販売高のＪＡになろう」ということで、農畜産物販売販売額５００億円を目標に取り組む
こととなりました。その時に付されたサブタイトルが「日本一の産地チャレンジ運動」です。（１県１ＪＡを除き、平成28年
度単協で販売高第２位）

　農畜産物販売額500億円を目標とする「地域農業振興計画」の実現に向けて、役職員一丸となって取り組んでい
ます。また、ＪＡの支援策として「農業振興対策事業」平成22年度から平成28年度まで累計11億4863万円の支援
を実施し、農業生産基盤の拡大に取り組んできました。
　そういった中で、ＪＡの自己改革に取り組むこととなり、当ＪＡの基本方針として「農家組合員の所得増大と魅力ある
地域社会の発展に全力を尽くす～日本一の産地チャレンジ～」を掲げて引き続き取り組んでいます。

　近年、生産農家が減少する中で、「農業振興対策事業」により生産農家の規模拡大ならびに担い手の支援策を行い
ました。結果、平成25年度以降は販売額が右肩上がりに推移し、平成28年度の販売額477.47億円となり、平
成21年度の販売額394.62億円から82.85億円（121％）伸張しました。平成29年度から新たに「JA新いわて担
い手支援対策事業」を3年間実施し、平成31年度農畜産物販売額500億円達成に向けた取り組みを進めています。

笑味ちゃん

農畜産物販売額500億円の取り組みについて

２.経過・背景

４.現在のランキングについて（平成28年度実績）

３.販売額の推移

１.日本一の産地チャレンジ運動について
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